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民
衆
詩
派
の
代
表
的
な
詩
人
、
白
鳥
省
吾

は
、
晩
年
を
一
宮
で
過
ご
し
ま
し
た
。

明
治
23
年
、
宮
城
県
栗
原
郡
に
生
ま
れ
た

省
吾
は
、
幼
少
の
頃
か
ら
秀
才
と
評
判
で
、

旧
制
中
学
時
代
に
は
文
芸
誌
に
詩
を
投
稿
し

て
入
選
す
る
な
ど
、
詩
人
と
し
て
才
能
の
片

鱗
を
示
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
早
稲
田

大
学
英
文
科
で
坪
内
逍
遙
な
ど
に
学
び
ま
す
。

省
吾
は
東
京
に
住
ん
で
い
ま
し
た
が
、
太

平
洋
戦
争
が
激
し
さ
を
増
し
た
昭
和
19
年

に
、
一
家
全
員
で
一
宮
（
当
時
の
東
浪
見
村
）

の
遍
照
寺
に
疎
開
し
、
10
年
あ
ま
り
を
過
ご

し
ま
し
た
。
そ
こ
で
文
学
青
年
と
語
り
合
い
、

町
の
句
会
に
出
席
す
る
な
ど
、
地
域
の
文
化

活
動
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
一
宮
音
頭
な
ど
の
民
謡
や
、
東
浪

見
小
学
校
校
歌
な
ど
県
内
外
で
も
多
く
の
校

歌
を
作
曲
し
、
広
い
地
域
で
活
躍
を
続
け
ま

し
た
。
東
浪
見
甚
句
記
念
碑
に
は
省
吾
の
書

も
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

北
沢
楽
天
は
、
日
本
初
の
職
業
漫
画
家
と

し
て
そ
の
名
を
知
ら
れ
、「
ポ
ン
チ
絵
」と
評

価
の
低
か
っ
た
風
刺
画
を
近
代
漫
画
と
し
て

確
立
し
ま
し
た
。
日
本
画
、
洋
画
の
基
礎
と

西
洋
漫
画
の
技
法
を
学
ん
だ
楽
天
は
、
福
沢

諭
吉
に
才
能
を
認
め
ら
れ
、
時
事
新
報
社
に

入
社
し
、
明
治
38
年
に
出
版
し
た
時
局
風
刺

雑
誌
『
東
京
パ
ッ
ク
』
で
絶
大
な
人
気
を
得

ま
し
た
。

楽
天
は
明
治
末
期
、
一
宮
川
沿
い
に
別
荘

を
購
入
し
て
滞
在
し
ま
し
た
が
、
大
正
5
年

の
大
洪
水
で
流
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
彼

は
唯
一
残
っ
た
1
枚
の
門
扉
に
、
犠
牲
者
の

供
養
と
災
害
の
記
録
の
た
め
、「
神
威
顕
現
」

と
題
し
て
水
魔
克
服
の
神
を
描
き
、
南
宮
神

社
へ
奉
納
し
て
い
ま
す
。
絵
馬
は
、
一
宮
川

と
別
荘
地
の
歴
史
が
刻
ま
れ
た
貴
重
な
資
料

と
し
て
、
平
成
15
年
、
町
指
定
有
形
文
化
財

に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

か
つ
て
一
宮
は
、
数
多
く
の
名
士
に

親
し
ま
れ
た
ま
ち
で
し
た
。
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北沢楽天の絵馬南宮神社

遍照寺 遍照寺から海を眺めることができる
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